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研究チームは 7歳から14 歳の成体のアカゲザル30 頭
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　カロリー制限による寿命の延長については種々の生物種で効果が報告されているが、ヒトを含む霊長類
においてはその事実は明らかになっていない。米国ウィスコンシン大学を中心とした研究チームは、アカゲ
ザルを用いた 20年間の研究によるカロリー制限（CR）の効果を報告した。成体のアカゲザルを自由摂食
群とカロリーを 30％減らした餌を与える群に分けて研究した結果、加齢に伴う疾患で死亡した匹数はカロ
リー制限群の方が3分の1程度という結果となった。また病気にかかる頻度も3分の1程度であったほか、
脳の特定の領域の萎縮も抑制されていることが示された。この結果をそのままヒトに当てはめるのは危険
であるが、霊長類でもカロリー制限が加齢にともなう疾患の発生を遅らせることを示唆するものである。
